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L は じめ に

　地 球全体の 降水量 を測定す る こ とは災害対 策

や グ ロ
ーバ ル な水循環 、生態系を考える上 で 必要

不 可欠で ある。数十年分の クライ マ トロ ジーデ ー

タ も公 開 されて い るも の の 、地球温暖化 に よ る 降

水量変動 もあ り、正 確な降水分布の要求は増 し て

い る。しか し降水量の 測定は衛星観測や地 1観 測、
更に複合処理す る際に どちらに どれだ けの 重み

をもたせ るか等、各データによる差が大き く、実

際の値が把握 しに くい とい うの が現状で ある。ま

た 、全球一
貫 し て の過大また は 過小評価 で あれ ば、

相対的な降水量を議論す るこ とはで きるか もし

れ ない が、降水有 り無 し の 差は大きく、データ利

用 に注意が 必要 となる c

　 そ こ で本稿 で は宇宙航空研究開発機構 （JAXA ）

が提供す る衛星全球降水 マ ッ プ （GSMaP ） と

NASA ゴダー
ド宇宙飛 行セ ン ター （GSFC ）が提

供す る全 球降水 気候計 画 （GPCP ） の 推 定降水 量

を比較 し 、 それ ぞれ の 特性 を評価する。

2．解析手法

　 GSMaP 、　 GPCP ともに 20M 年 8 月 1 日〜31
目を夏季デー

タ、2015 年 1月 1 目
〜31 目を冬季

デー
タ と して用 い た 。 GSMaP の 解析ア ル ゴ リズ

ム は gauge（ver ．6）を採用 し た。推定範囲を、
GSMaP の 緯度± 60 °

、経度 ± 180
°

、時 間お よ

び空間 分解能 をそれ ぞれ GPCP の 1 日、お よび

1．OQx1 。0
°

とす る。

3，解析方法及 び結果

　 2014 年 8 月 3 日に GSMaP がわずか で も降水

を推定 し た地 点を地図 上 に 示 した の が、図 1 で あ

る 。 同 図に は GSMaP が降水 を推定 し た地点 の う

ち 、 GPCP も降水を推定 した地点 としなか っ た地

点 を分 け て 示 し て あ る 。 図 2 は 、GPCP の 推定結

果 に つ い て同様に作成 し た もの で ある。こ れ らの

図 を比較す る と、GSMaP は GPCP よ りも降水 を

推定 し た地 点が 多く 、 降水な し と判断 し て い る 地

点が少ない こ とがわか る。また解析 した 1か 月間
の 結果 を連続 し て 見る と、雨域 の 流れ が明確 とな

り、GSMaP で は 雨域の 進行方向後方お よび北半

球の 大陸上 で 単独推定 する傾 1向が 、GPCP では雨

域の進行方向前方や海上 で の 単独推定が多い 傾

向 が 見 られ た。
　次に 、GSMaP お よび GPCP の 推定降水量 の 頻

度分布 を図 3 に 示す 。 図 3 よ り 0．5   1以下 の 降水

に対す る GSMaP の 推定地 点数は GPCP の 2 倍

以 上 で あ り、3〜15   の 降水 に対 しては GPCP が

GSMaP よ りも多くの 点で推定 し て い る こ とが わ
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図 12014 年 8 月 3 日　GSMaP 推定降水量
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　図 2　2014 年 8 月 3 日　 GPCP 推定降水量
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図 3　2014 年 8 月 3 目 の 推定降水量 分布

か る 。 また全 体の 降水量 と して は 0〜2．Omm まで

の 雨が ほ とん どを 占め て い る。解析 を行 っ た全 て

の 目 に つ い て 、推定降水量頻度分布の 概形は図 3
に
一

致 して お り 、 本稿には そ の 中で も最 も推定地

点数の 差が大 き い 8A30 の 結果を示 した e

4，終わ りに

　 GSMaP は北半球大陸上 にお い て 、　 GPCP は海

上 にお い て 高い 推定性能を持 っ て い る。低 緯度地

域 で は もともとの 降水 量が 非常に多い た め 、両デ
ータ とも概ね降水 を認め て い た 。 単独推定 した点

の 周 囲 の 降水 量分布 を踏ま え、どの よ うな条件下

で 単独推定が起こ りうる の か、よ り細 か な推定降

水量比 較を行 う必 要が あ る 。
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